
　
本
校
の
生
徒
は
必
ず
し
も
英
語
が
得
意
で
あ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。優
れ
た
翻
訳
機
が
あ
る

中
で「
英
語
を
学
ぶ
必
要
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
思
う
生
徒
も
い
ま
す
。そ
こ
で
私
は
い
つ
も

生
徒
に
、「
英
語
を
知
る
こ
と
で
、日
々
の
生
活

が
少
し
面
白
く
な
っ
た
ら
素
敵
だ
よ
ね
」と
伝

え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、街
中
の
看
板
や
漫
画

な
ど
で
英
語
を
目
に
し
た
時
に
、「
授
業
で
学
ん

だ
表
現
だ
！
」「
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
は『
揚
げ
ら

れ
た
チ
キ
ン
』だ
か
ら
過
去
分
詞
が
使
わ
れ
て

い
る
ん
だ
！
」な
ど
と
気
づ
く
こ
と
で
、物
事

の
見
方
・
考
え
方
は
一
歩
深
ま
り
ま
す
。そ
う

し
た
、日
常
を
豊
か
に
す
る
教
養
と
し
て
の
英

　
私
は
授
業
に
自
己
調
整
学
習
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
私
が
作
成
し
た
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
と
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
（
Ｐ
．３
図
）

を
基
に
、
生
徒
は
自
分
で
計
画
を
立
て
て
学
習

を
進
め
ま
す
。ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、Lesson

を

貫
く
問
い（Big Q

uestion

）と
、
そ
れ
に
答

え
る
た
め
の
段
階
的
な
問
い（STEP

）で
構
成

し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
各STEP

に
い
つ
取
り

組
む
か
、
そ
の
学
習
計
画
を
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ

プ
に
記
入
し
て
か
ら
学
習
を
開
始
し
ま
す
。

　
各STEP

の
終
了
時
に
は
、
難
し
か
っ
た
点

や
他
者
と
の
対
話
を
通
じ
た
自
身
の
変
化
な

ど
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
達
成
度
の
自
己
評

語
力
を
習
得
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、世
界
の
文
化
や
価
値
観
を
理
解
し
、

様
々
な
人
々
と
対
話
を
す
る
た
め
に
も
英
語
を

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
大
学

時
代
に
多
文
化
が
共
生
す
る
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン

ト
に
１
年
間
留
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
に

は
理
解
で
き
な
い
問
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
そ

の
時
、「
カ
ナ
ダ
人
な
ら
ど
う
考
え
る
か
」
と

英
語
の
思
考
回
路
で
物
事
を
捉
え
る
よ
う
に
し

た
と
こ
ろ
、
次
第
に
自
分
の
考
え
に
自
信
が
持

て
、
論
理
的
に
対
話
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
Ａ
Ｉ
が
ど
れ
だ
け
進
化
し
て
も
、

人
と
人
と
の
対
話
は
な
く
な
ら
ず
、
む
し
ろ
価

値
観
の
多
様
化
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
重
要
性
は

増
す
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
私
は
、
英
語
を
「
そ
れ
を
通
し
て

思
考
し
、
対
話
す
る
教
科
」
と
位
置
づ
け
、
授

業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
が
目
指
し
て
い
る
授
業

英
語
学
習
を
通
じ
て
人
生
を
豊
か

に
し
、
価
値
観
を
広
げ
て
ほ
し
い

私
の
授
業
実
践
の
例

自
分
で
立
て
た
計
画
に
基
づ
い
て
学
び
、

振
り
返
り
で
は
自
身
の
成
長
を
記
録

誰とどう学ぶのかは生徒が決める。対話が活性化
するよう、グループで学ぶ場合、メンバーは４人
以内に。

自
己
調
整
し
な
が
ら
学
ぶ
授
業
を

通
じ
て
、
生
徒
に
対
話
力
や

自
己
表
現
力
を
育
む

静
岡
県
・
私
立
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
　
田
中
大た

い
せ
い成

「主体的・対話的で
深い学び」を
実装する

英語英語

た
な
か
・
た
い
せ
い

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。英
語
科
主
任
。３
学
年
担
任
。

◎
設
立　
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年　

◎
形
態　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　
１
学
年
約
４
２
０
人　

◎
２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績　
国
公
立
大
は
、
東

京
学
芸
大
、
山
梨
大
、
静
岡
大
、
岡
山
大
、
静
岡
県
立
大

な
ど
に
18
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
文
教
大
、
順
天
堂
大
、

成
蹊
大
、
専
修
大
、
玉
川
大
、
東
海
大
、
東
京
理
科
大
、

立
教
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
３
７
１
人
が
合
格
。
短

大
・
専
門
学
校
進
学
75
人
。
就
職
17
人
。
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価
、
実
施
日
を
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
記
入
し

ま
す
。そ
し
て
全STEP

終
了
後
に
、Lesson

前
後
で
の
自
身
の
変
化
や
次
のLesson

で
意

識
し
た
い
こ
と
な
ど
を
記
入
し
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
と
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
教
師
に
提
出
し
ま

す
。
自
分
の
計
画
の
進
捗
に
遅
れ
が
生
じ
た
場

合
は
家
庭
学
習
な
ど
で
調
整
し
、
提
出
日
は
守

る
よ
う
、生
徒
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

授
業
で
は
一
律
の
宿
題
は
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
授
業
中
、
私
は
教
室
内
を
回
り
、
生
徒
の
進

捗
を
把
握
し
て
適
宜
支
援
し
ま
す
。
つ
ま
ず
い

て
い
る
生
徒
を
手
厚
く
支
援
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
例
え
ば
外
国
語
学
部
志
望
の
生
徒
に
は

英
語
に
関
す
る
踏
み
込
ん
だ
話
も
し
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
生
徒
が
つ
ま
ず
い
て
い
る
箇
所
が

あ
れ
ば
、
全
体
に
向
け
た
解
説
も
行
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、
生
徒
が
物
事
を
深
く

考
え
、
他
者
と
の
対
話
が
生
じ
る
よ
う
な
工
夫

を
施
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
教
科
書
の
素

材
文
に
関
連
す
る
社
会
課
題
や
日
常
生
活
に

つ
い
て
考
え
る
問
い
（Big Q

uestion

）
を

設
定
し
て
い
ま
す
。「M

edia Literacy

」
の

Lesson

で
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
見
た
情
報
を
私
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、
ど
の
よ
う
に
扱
う

べ
き
だ
ろ
う
か
」
をBig Q

uestion

と
し

て
設
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
答
え
を
英
語

で
書
く
と
い
う
最
後
のSTEP

に
向
け
て
、
各

STEP

で
は
形
容
詞
の
用
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
組
み
立
て
る
こ
と
に

取
り
組
み
ま
す
（
単
元
デ
ザ
イ
ン
参
照
）。

時数 学習目標 授業内容 評価方法

１

ＳＮＳ上の情報に
対する自分の判断
基準を自覚し、他
者との比較を通し
て自分の考えを見
直すことができる。

生徒は、Lesson を貫く Big Question と STEP １〜 7 の内容を確認し、授業
が５コマであることを踏まえて、各 STEP にいつまでに取り組むか、計画を
立て、ラーニングマップ（P.3 図）に日付を記入する。そして、個人やグルー
プで各 STEP に取り組む。各 STEP の終了後は、ラーニングマップに「新たに
分かったこと」などを記入し、端末で撮影して教師に提出する。

Big Question と STEP の内容は以下の通り。

Big Question：ＳＮＳで見た情報を私たちはどのように判断し、どのように扱
うべきだろうか。

STEP1：ＳＮＳ上の未確認情報に関する Situation を読み、「自分ならどう行動
するか」「なぜそう考えるか」を整理する。他者と考えを共有し、その違いや
共通点を見いだすことで、自分の判断基準を見直す。

STEP2：Lesson の本文を読み、「うわさを聞く」「ＳＮＳへ投稿する」「情報が
広がる」「人が集まる」「混乱が起こる」といった出来事を時系列で整理する。
情報の拡散が社会へ与える影響を確認する。

STEP3：本文を「危険性 → 具体例 → 結果 → 結論」の構成で整理する。各部
分の役割を確認し、筆者がどのように読み手を納得させようとしているかを
分析する。また、ディスコースマーカーやパラグラフ構成に注目させて、「な
ぜ最初と最後で同じ内容を述べているのか」など、論理展開の意図について
考察させる。

STEP4：本文の「false information」「unexpected results」「famous singer」
「frustrated people」の表現を比較して、形容詞がどのような情報や印象を加
えているのかを分析する。単なる文法知識ではなく、「なぜその形容詞を使っ
たのか」「その結果、読み手はどのように感じるのか」を考察させる。

STEP5：本文の内容と自分の経験を結びつけながら、誤情報が広がる背景や
投稿者の責任について考察する。他者と意見を共有し、他者の視点を踏まえ
て自分の考えを深める。

STEP6：STEP7 の準備として、「Main Message」「Reason」「Example」「Advice」
を整理する。

STEP7：ＳＮＳに投稿する際の注意点について、50 語程度の英文を書く。書
いた英文はグループ内でレビューを行い、他者の表現から学び、自分の英文
をよりよい表現にする。

全 STEP の終了後、Lesson 全体を振り返り、「話し合いによって更新された
考え」「形容詞は名詞にどのような情報や印象を与えていたか」「次のレッス
ンで意識したいこと」などを記入し、ワークシートとラーニングマップを教
師に提出する。早く提出した生徒には発展問題を課す。

各 STEP の解答を見取り、形成
的評価を行う。

知識・技能：本文内容の並べ替
え活動や因果関係の整理を通し
て、出来事の流れを理解し、情
報拡散のプロセスを捉えられて
いるか。形容詞の働きに関する
分析や理由説明、対話などから、
文法事項を“意味”や“表現意
図”と結びつけて理解できてい
るか。

思考・判断・表現：本文の役割
整理や理由説明を通して、論理
構成を分析し、筆者の主張を根
拠をもって説明できているか。
理由・具体例・アドバイスを用
いながら、自分の考えを論理的
に表現した英文を書けている
か。

主体的に学習に取り組む態度：
他者との対話の状況、ラーニン
グマップの記述などから、自
分の考えを持ち、他者との比較
を通して考えを更新しようとし
ているかを見取る。ラーニング
マップの記述では、自分の学習
プロセスを自覚し、改善しよう
としている姿勢も見取り、評価
する。

総括的評価については、知識・
技能は単語テストと定期考査、
思考・判断・表現は定期考査と
パフォーマンス課題、主体的に
学習に取り組む態度はラーニン
グマップを主な評価材料とす
る。

２

Lesson の 本 文 の
出来事の因果関係
を整理し、情報が
広がるプロセスを
捉えることができ
る。

３

Lesson の 本 文 が
どのような論理構
成によって読み手
を納得させている
かを分析できる。

４

形 容 詞 が 読 み 手
の受け取り方や印
象に与える影響を
分析し、筆者の表
現意図を考察でき
る。

５

ＳＮＳ上の情報拡
散が社会へ与える
影響を多面的に捉
え、自分の考えを
論理的に表現でき
る。

学習目標は、進捗の目安として各コマに割りあてた。※学校資料を基に編集部で作成。

単元の
概要

単元デザイン　「Media Literacy」

［対象］３年生 　［教科・科目］英語・論理表現Ⅱ　［単元目標］• ＳＮＳ上の情報がどのように広がり、どのような影響
を生むのかを本文から読み取ることができる。• 形容詞が名詞にどのような情報や印象を加えているかを分析できる。
• ＳＮＳに情報を投稿する時の注意点について、理由や具体例を含めて英語で表現できる。

「主体的・対話的で深い学び」を実装する

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌

2  高校版  2026  July



　

各STEP

の
問
い
は
、
で
き
る
だ
け
生
徒

の
意
見
が
分
か
れ
る
よ
う
な
も
の
に
し
て
い
ま

す
。
答
え
が
曖あ

い
ま
い昧
な
問
い
だ
と
も
や
も
や
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
周
り
に
意
見
を

求
め
よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
し
、
他
者
の
考
え

と
違
い
が
あ
る
場
合
は
１
つ
の
答
え
に
収
束
さ

せ
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
通
じ
て

対
話
力
は
磨
か
れ
て
い
く
も
の
だ
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
内
で
答
え
が
異
な
る
時

は
、
私
が
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
声
を
か
け
て
答
え

が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
、
対
話
を

促
し
ま
す
。
そ
う
し
て
生
徒
は
他
者
の
考
え
を

踏
ま
え
、自
分
の
考
え
を
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

　
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
は
、生
徒
が
自
身
の

変
化
を
客
観
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
、振
り
返

り
の
視
点
を
示
し
、「Lesson

前
後
で
考
え
が

変
わ
っ
た
点
や
、こ
う
す
れ
ば
も
っ
と
深
く
学

べ
た
と
思
う
点
を
書
こ
う
」と
、繰
り
返
し
伝
え

て
い
ま
す
。そ
う
し
た
振
り
返
り
に
よ
っ
て
学

び
の
自
己
調
整
や
努
力
の
跡
が
可
視
化
さ
れ
る

た
め
、そ
れ
ら
を
見
取
っ
て「
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
」の
評
価
材
料
に
す
る
と
と
も

に
、
私
の
授
業
改
善
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
学
習
評
価
で
は
目
標
と
指
導
と
評
価
の
一
体

化
を
図
る
た
め
、各
学
期
の
到
達
目
標
を
基
に

定
期
考
査
の
問
題
を
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
、そ

の
問
題
を
基
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
１
学
期
の
中
間
考
査
前
ま
で

の
授
業
で
使
う
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
春
季
休
業
中

に
作
成
し
、
中
間
考
査
終
了
時
に
は
期
末
考
査

前
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
中
間
考
査
前
ま
で
の
授
業
の
反
省

を
踏
ま
え
て
、
期
末
考
査
前
ま
で
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
１
年
次
か
ら
自
己
調
整
学
習
を
取
り
入
れ
た

授
業
を
受
け
て
き
た
３
年
生
は
、最
初
こ
そ「
答

え
を
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
受
け
身
が
ち
で

し
た
が
、
今
で
は
協
働
し
て
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
で

は
、
つ
ま
ず
い
た
要
因
や
次
の
改
善
点
も
よ
く

書
け
て
い
ま
す
。
英
語
力
が
向
上
し
て
い
る
こ

と
は
定
期
考
査
の
得
点
に
も
表
れ
て
お
り
、
学

力
層
を
問
わ
ず
、
ど
の
生
徒
も
自
律
し
て
学
べ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
見
取
り
と
生
徒
へ

の
声
か
け
の
質
の
向
上
で
す
。
例
え
ば
、
授
業

中
の
対
話
が
学
習
内
容
か
ら
脱
線
し
て
い
る

こ
と
に
私
が
気
づ
い
た
際
に
は
、
頭
ご
な
し

に
対
話
を
止
め
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
私
が
対

話
に
加
わ
っ
て
軌
道
修
正
す
る
こ
と
や
、
生
徒

の
沈
黙
が
熟
考
な
の
か
思
考
停
止
な
の
か
を
見

取
り
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
声
を
か
け
る
と

い
っ
た
、
支
援
の
技
術
・
力
量
の
向
上
に
今
後

も
一
層
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

成
果
と
展
望

ど
の
学
力
層
の
生
徒
も
自
律
し
て

学
び
、
自
身
の
変
化
を
言
語
化

ラーニングマップ　記載項目と生徒の記入例（抜粋）図

ラーニングマップはＢ４判で、表裏から成る。　※学校資料を基に編集部で作成。

裏面の項目は、Lesson 全体の振り返りとして、上記の項目のほかに、「Collaboration Log ①他者の考えで「なるほど」と思ったこと、②自
分と他者の考えが違った場面、③話し合いによって更新された考え」「Before → After【今の私】Lesson 前の私は／ Lesson 後の私は」「次の
Lesson で意識したいこと」がある。

単元目標

STEPのSmall Goal 新たに分かったこと つまずいたこと、難しかったこと 他者との比較で変わったこと自分の
締切

実施
提出

達成度

単元目標の振り返り（実施後、達成できたか）

各 STEP の振り返り

■表面：各 STEP の学びの記録

■裏面：Lesson 全体の振り返り

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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